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1．小学校特別活動における指導事例

児童会活動　「児童会のテーマを決めよう」
1．児童会活動で育成を目指す資質・能力

○　�児童会やその中に置かれる委員会などの異年齢により構成される自治的組織における活動の意義について理

解するとともに，活動するために必要なことを理解したり行動の仕方を身に付けたりすることができるよう

にする。

○　�児童会において，学校生活の充実と向上を図るための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成

を図ったり，意思決定したり，人間関係をよりよく形成したりすることができるようにする。

○　�自治的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，多様な他者と互いのよさを生かして協働し，楽しく

豊かな学校生活をつくろうとする態度を養う。

2．児童会活動の評価規準（例）

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

楽しく豊かな学校生活をつくる児童
会活動の意義について理解するとと
もに，活動の計画や運営の方法，異
年齢集団による交流の仕方などを身
に付けている。

児童会の一員として，学校生活の充
実と向上を図るための課題を見いだ
し，解決するために話し合い，合意
形成を図ったり，意思決定をしたり，
人間関係をよりよく形成したりして
主体的に実践している。

楽しく豊かな学校生活をつくるため
に，見通しをもったり振り返ったり
しながら，多様な他者と互いのよさ
を生かして協働し，児童会の活動に
積極的に取り組もうとしている。

3．児童会活動における「主権者教育の充実」に向けた指導のポイント

〇　学校全体の生活の充実と向上を図るための課題を主体的に見いだすことができるようにする。
〇　�学年や学級が異なる児童と，課題の解決に向けて話し合い，互いの考えのよさや多様な考えを認め合いな

がら合意形成できるようにする。
〇　�決めたことについて，学年や学級が異なる児童と共に協力して取り組み，一人一人が自己の役割や責任を

果たすことができるようにする。

　児童にとって身近な社会である学校における生活の充実と向上を図ることを目指す児童会活動は，主権者として

の意識を涵
かん

養する上で大変重要である。児童会活動で育成する資質・能力は，中学校，高等学校における生徒会活

動において，さらに学校卒業後は，地域社会の自治的な活動の中で生かされ，育まれていくものである。

　これらのことから，主体的に学校生活づくりに参画する児童会活動の充実を図ることで，主権者として必要な資

質・能力の向上につながっていくと考えられる。
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　※本指導資料は，特に主権者教育の充実を図るための指導のポイントを　　　　で示している。

4．指導の実際

⑴　児童会活動について
　児童会活動では，高学年の児童を中心として，児童が主体的に組織をつくり，学校生活の課題を見いだし，解決

方法を話し合って実践する。多様な意見が出される中，学校生活の充実と向上を図るためには「どれがよりよいも

のなのか」を考えて，みんなが納得する解決方法を決めて，協力して実践していく。低・中学年の児童も，児童会

活動の実践を通して「自分たちも学校の一員であり，自分たちでよりよい学校をつくる」という意識を高めていく。

このことは，将来，多様な他者と協働しながら，地域社会における課題を自分のこととして捉え，主体的にその解

決に関わり，社会に積極的に関わっていくために必要な資質・能力の育成につながる。

　また，児童会活動の活動形態の一つである代表委員会活動は，主として高学年の代表児童が参加して，学校全体

の生活を共に楽しく豊かにするための集団生活や人間関係などの諸問題について話し合い，解決を図るための活動

である。そして，各学級での話合いを生かすなど全校児童の意向を反映し，自発的，自治的に行われる活動である。

このような活動を通して，主権者として必要な資質・能力である，他者と連携・協働しながら，地域の課題解決を

社会の構成員の一人として主体的に担う力につながっていく。

　ここでは，児童会活動の一連の学習過程を通して，主権者教育に重要な視点を示した活動例を紹介する。

⑵　代表委員会「児童会のテーマを決めよう」の一連の活動

学習
過程

活動
の

主体
児童の活動 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿

【観点】〈評価方法〉

問
題
の
発
見
，
議
題
な
ど
の
選
定

児
童
会
計
画
委
員
会

①　�学校全体の生活の充実と向上を図る
ための課題を主体的に見いだす。

・議題ポスト等を活用したり，児童会計
画委員会や各委員会で話し合ったりし
て，学校全体の生活を共に豊かにする
ための課題を見いだす。
②　�児童会計画委員会で活動の計画を立

てる。
③　�「児童会のテーマを決めよう」につ

いて知らせる。
・校内放送や児童会だより，代表委員会

の掲示板などを利用して，全校の児童
に議題を伝え，各学級や委員会で話し
合って決めるよう周知する。

　自分たちの学校生活に
関心をもち，課題を発見
し，みんなで解決策を話
し合い実践していくとい
った活動が大切です。

〔児童会計画委員会の様子〕
・児童会計画委員会を設置

し，話合いの計画や準備
等を行い，円滑に運営で
きるようにする。

◎互いのよさを生かして協
働し，活動に積極的に取
り組もうとしている。

【主体的態度】〈観察〉

話
合
い
・
合
意
形
成

各
学
級

④　�各学級で児童会のテーマに入れたい
キーワード（目指す学校像）などを
考える。

〔児童会のテーマについての話合いの様子〕

・児童会のテーマについ
て，学級会等で話し合い，
理想の学校生活をキーワ
ードにして代表委員会に
もち寄ることで，児童会
の一員としての参画意識
を高めることができるよ
うにする。

◎目指す学校像やどのよう
な児童会活動にしたいか
について，根拠を明確に
しながら発言したり，友
達の意見と比べて聞いた
りしている。

【思考・判断・表現】
〈発言・観察〉
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話
合
い
・
合
意
形
成

代
表
委
員
会

⑤　�代表委員会を行い，児童会のテーマ
を決める。

・児童会計画委員会の司会マニュアルを
学級会の司会マニュアルと同じように
作成し，それを見ながら司会や記録に
なった児童が役割を果たせるようにす
る。

〔代表委員会の様子〕

・学級活動との関連を図る
ことで，効果的な指導と
なり，児童会活動の活性
化につながる。

・代表委員会では，学級代
表が参加していない低学
年の児童の意見が反映で
きるようにしたり，低学
年の学級に，活動内容を
伝えたりすることが大切
である。

・例えば，4・5・6 年の 1
組グループというように，
異学年で話合いができる
よう座席を工夫する。

　課題の解決に向けて，
めあてを共有し，異学年
で協力しながら話し合う
ことで，協働する姿を育
んでいきます。

決
め
た
こ
と
の
実
践

児
童
会
計
画
委
員
会

⑥　�決定した児童会のテーマについて，
全校児童に知らせる。

・代表委員会における話合いの概要や決
まったことを全校児童に伝える。

・活動の目標や過程，成果などについて
振り返り，次の活動に生かしていく。

　話合いの過程を見えるようにすることで，「みんなの意見（低学年の
意見も）を生かして話し合って決めている」ということを学校全体に伝
えることが大切です。自分の意見が生かされて決定しているという実感
が，学校生活に主体的に参画しようとする態度を育みます。

・児童会テーマが決まるま
での話合いの様子や代表
委員会の様子を写真等で
知らせるなどの取組を通
して，その過程を可視化
することができ，全校児
童の総意をもとに決めた
ことを理解できるように
する。

〔代表委員会の振り返り〕

　代表委員会は，児童会として学校生活の充実と向上を
図るために，学校生活に関する諸問題について話し合い，
その解決を目指した活動を行います。この経験が，社会
の形成者として課題解決に向け考え行動しようとする態
度を育みます。

　各学級から出された意
見を生かしたテーマにす
るために，キーワードを
選び，それを組み合わせ
たテーマにできるように
します。この手立てによ
り，個々の意見を大切に
して社会をよりよくしよ
うとする態度を育みます。

　各学級での話合いを生かし，全
校児童の意向を反映できるように
代表委員会で話し合うことが大切
です。このことが，参画意識の向
上につながっていきます。
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5．児童会のテーマの実現に向けた活動の実践

⑴　児童会のテーマに向けた各委員会・各学級の一連の活動の流れ
　児童会のテーマを決めた後は，そのテーマに向けた取組を各委員会並びに各学級で考え，実践する活動等が考え

られる。

児童会のテーマ
毎日登校が楽しみ！　仲よく協力しあう　笑顔いっぱい○○小学校

委員会での取組 学級での取組

　各委員会や学級会で話し合い，自分たちの
学校を自分たちの手でよりよく改善していく
自発的・自治的な活動を通して，学校生活づ
くりに主体的に参画する態度を育みます。

　低学年・中学年の児童にとっては，活動の目的を
理解し，実践することが，児童会活動への参画とな
ります。また，このような経験が高学年になって児
童会活動の計画や運営に主体的に参画する態度を育
みます。

・児童会のテーマの実現に向けた取組について話し合って決める。

・�話合いで決めたことを継続して取り組み，友達と協力し合いながら，積極的に決まったことに取り組む。
一人一人が自己の役割や責任を果たすことができるようにする。

・児童の感想を集めるなどし，成果や課題を振り返り , 実践の継続や次の課題の発見につなげる。

　決めたことを掲示することで，児
童会のテーマに向けて，各委員会や
各学級のよさを生かして協力して取
り組むことを確認することができ，
協働的な態度を育みます。

生活委員会
楽しいあいさつ運動
をしよう。

帰りの会のミニゲー
ムで一日の終わりを
笑顔で終えよう。

図書委員会
リクエスト読み聞か
せをして楽しんでも
らおう。

係のイベントを企画
し楽しんでもらおう。
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⑵　集会委員会「学校ウォークラリーをしよう」の実践 
　よりよい社会の実現を視野に，国家・社会の形成に主体的に参画しようとする態度を育む上で，自分たちの課題

解決に向けた活動によって，自らの集団（社会）をよりよいものにすることができた，という実感を重ねることが

大変重要となる。児童自身によってつくられ，児童が生活している社会空間である学校を課題解決の場にすること

で，学校をよりよくしていく経験が重要である。また，一連の活動の成果や課題等を振り返ることで，取り組んだ

意義をより実感できる。

　具体的には，以下のような活動が考えられる。児童会テーマの実現に向け，集会委員会が，自分たちにできるこ

とを考え，創意工夫しながら取り組む一連の活動の様子を紹介する。

①　�児童会のテーマに向けた取組を
考える。

②　�「学校ウォークラリー」を企画
する。

③　事後の活動を考える。

④　�「学校ウォークラリー」につい
て周知する。

⑤　�「学校ウォークラリー」をしよう。 ⑥　�「学校ウォークラリー」の解答
と参加賞を渡す。

⑦　活動を振り返る。

　活動を振り返る場面を設けることで，児
童会のテーマの実現に向け，自分たちが考
えた活動に取り組み，学校全体に働きかけ，
楽しんでもらえた，やってよかった，とい
う実感をもたせることができます。

「学校ウォークラリー」
のお知らせを書こう。

放送したり，
学級をまわったりして

お知らせしよう。
「学校ウォークラリー」

参加してくれて
ありがとうございました。
しおり使ってください。

集会ではなくても，
みんなが楽しむことが
できるような活動は

できないかな？

参加賞として，
学校キャラクターの

しおりを作って
プレゼントしよう。

いつでも取れる
ように掲示板の

前に置いておこう。

楽しみながら
学校のことをもっと

知ってもらおう。
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⑶　代表委員会の様々な議題の例
　主権者に求められる力を育むことを意識するとき，学校の生活上における課題解決を図るために代表委員会で話

し合って合意形成し，全校児童に知らせ，取り組んでいくような活動が考えられる。例えば，よりよい挨拶の仕方

や安全な過ごし方（廊下歩行，雨の日の過ごし方），夏休みの生活の約束などの議題が考えられる。

①　�学校全体の生活の充実と向上を図るための課題を
見いだす。

「生活委員会があいさつ運動をしていて，元気な挨拶，
気持ちのよい挨拶を返してくれる子が少ない。よりよ
い挨拶ができるようになってほしい。」

あいさつ
上手になって

ほしいな。

②　�児童会計画委員会で活動の計画を立てる。

③　代表委員会で話し合う。
議題「よりよいあいさつを広
げよう」挨拶上手になるため
に何ができるか話し合う。

④　決まったことに向けて取り組む。
挨拶する場所を「挨拶スポット」として決める。
あいさつの仕方やイラストを書いたポスターを
作成し，教室の前や昇降口などの床に貼る。

⑤　実践する。
「あいさつスポット」について
全校児童に知らせ取り組む。

⑥　振り返る。
提案した生活委員会や児童会計画委員会，各学級などのそれぞれの立場で振り返り，よりよい挨拶についての成
果や課題を振り返る。それを新聞や放送等で周知し，学校全体で共有することができるようにし，次の活動に生
かしていくことができるようにする。

6．環境の工夫

　次のような環境を工夫することで，児童会活動に関する情報を発信したり，児童の意見を収集したりすることが

でき，創意工夫しながら自分たちの力で学校生活をよりよいものにしようと取り組むことにつながっていくと考え

られる。

委員会活動を紹介するコーナー
　委員会活動を紹介するコーナーを設
け，新聞等を掲示することで，活動の
様子を可視化したり，情報を発信した
りすることができます。各委員会の活
動の様子を知ることで，委員会活動の
新しいアイデアや工夫された活動が生
まれたり，低・中学年が高学年への憧
れを抱いたりすることにつながります。
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委員会リクエスト・ありがとうカード
　みんなの意見を生かして活動に生かし
たり，みんなの役に立っていることを実
感したりすることができます。

児童会活動振り返り新聞
　児童会活動における各学年のふり返
りを共有することで，学校生活の充実
と向上を図ろうとする意欲を高めたり，
異年齢集団による交流のよさを感じた
りすることができます。

児童会活動のあゆみ
　児童会活動の様子や振り返りなどを掲示することで，児
童の学校生活の充実と向上を図ろうとする意欲を高めたり，
異年齢集団による交流のよさを感じたりすることができます。

全校児童が参加できる取組〔自分のよいところを書いて掲示するスマイルプロジェクト〕
　一人一人の意見を見えるように表すことで，一人一人が学校の一員という意識が醸成されます。

学校行事の振り返り
　学校行事の様子や振り返りなどを掲示することで，共通の目的に向け，頑張ったことや学んだことなどの成果を共有
することができます。このことが，学校行事のねらいや意義を理解し，次の活動へ生かそうとすることにつながり，学
校の一員としての参画意識を高めていきます。
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7．学級活動⑴との関連を図る

　学級活動⑴において，生活上の諸問題について積極的に話し合い，解決に向け取り組む経験を通して育まれた資

質・能力は，代表委員会や委員会活動における話合いや日常の取組，児童会集会活動などに生かすことができる。

同時に，児童会活動で経験した多様な活動が学級生活にも生かされ，学級や学校の生活をより一層充実したものに

していくのである。

　両方の経験を通して，学級・学校の一員としての参画意識の向上が図られることにより，主権者として求められ

る力の育成につながっていく。

8．資料・ワークシート等

　委員会活動カードの例（表）

意見の募集（ICT端末の活用）
　ICT 端末を活用することも考えられます。二次元コードを読み込んで，お知らせを周知したり，アンケート集計ソフ
トを利用し簡単に集計したりすることができます。児童一人一人が自分の意見を発したり，一人一人の意見を聞いて生
かそうとしたりする経験は，社会をよりよくしようとする主権者としての必要な力になります。身近な生活で使用され
ていることから，社会生活に興味をもつことにつながっていきます。
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　委員会活動カードの例（裏）

　委員会新聞の例（左：結成当初　右：2 回目以降）　　

　　　　　　　　 代表委員会の計画カード


